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審　査　請　求　裁　決　書

審査請求人

関係保護の

実 施 機 関

当該不服の

処　分　等

高幡福祉事務所長

北　村　　修　啓

平成16 芹 ３月１９日付け生活保護法（昭和２５
年法律第１４４号。以下「法」という，）に基づ

く保護変更決定処分

平成１６年４月１１日付けで提起された行妝不服審査法（昭和３７年法律$  1 6 0
号）の規定による上記処分に対する審査請求について、次のとおり裁決する。

１ 主 文　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

∠ 平 成1 β.牛 ４ 月 １ ’１ 日 付 け で 提T 起 さ れ 参 審 洫 鷯 求 ’は 售 嬲 す る･．･ よ っ て 、 高 嗷 福 祉

事 務 所 長 如 同 年3･ が1 9 日; 付 け で 墻 査 諳 淑 人 に 対 し 忿 輒 づ･ だ 、.･保 嵳 変 吏 併 定 外 分 は 、
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（1） 審査鶺琲の概要 へ.･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二

卜　　 声?9ﾂ諳゙ 永人（゙以 淞ﾚ「､市求 鎰 ど ヅ レ 」絋 丿平 成:1 ■ 3" 1  .1-月す ら兼 ゜適用か受 ’

－　 け てい るとﾚころこ 平成16･ 年 １ ２』 １ ８１ 町より平 成 レ6 年牙月2･2 日の間．東嶌都･

に居住す る二女の 元で 生活していた√高幡福祉事務所長 （以下「処分庁」-とい

う．） は請求人が 二女 宅で過ごした３ヶ月間･につい て、 法による保護 の基準･（昭和

３８年 厚生省 告示 第１ ５８号）に定める生活扶助居宅基準生活費皿類相当分（以下

「訌類相当分」という．）の援助があったものとし、平成1 ‥6年 ３月１９日付 けで．

法 ２ ５条第２項に､よる保護変更 決定処分（以下.「保護 の変更」とい う．）を行った．

鷯求人は、この保護 の変更を不服として本審査請求を行ったものである．

（2） 審 査請求の趣旨 及び理 由　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｊ
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請 求 人 は 、 平 成 １ ６年 ３月 １ ９ 日付け で 保 護 の 変 更 を受 け た こ と につ いて納得

で き ず 、 そ の 取 消 し を 求 め る も ので ある。

（3） 処 分 庁 の 弁 明　　　　　　　　　　　　　　 ’

請 求 人 は 、 平 成 １ ５年 １ ２月 １ ８ 日か ら 平 成 １ ６年 ３月 ２ ２ 日ま で の間、東京

都 に 居 住 す る二 女 の 元 で 生 活 し 、長 期に わ た り請 求人 宅 で 生活 実態 がな かっ た、

こ の た め 請 求人 宅 の 光 熱 費 等 の 基本 料金 相 当 額 に あ た る、 ｎ 類 相 当 分 の２分 の１

に つ い て 二 女 か ら援 助 が あ っ た と判 断し 。 こ れ を 収入 認 定 す る保 護 の変更を行っ

た 。

（4） 請 求 人 の 反 論

請 求 大 の 主 張 は、 お お む ね 以 下 の とお り と 判 断 さ れ る。

ア　 保 護 開 始 時 に 、 担 当 ケ ー ス ワ ー カ ー（以 下 「ケ ー ス ワー カ ー 」 とい う、） が

「 生 活 保 護 の しお り」 を 手 渡 し て くれ たか ど う か 、 現 時 点 で は 思い 出 せ ない。

ま た 、 自 宅 を 長 期 間 不 在 に す る 際、処 分 庁 にそ の 旨を 届 け 出 る 義務 があるこ と
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につ い て 、 こ れ ま で ケ ー ス ワー カ ー から説 明 を受 け てい な いｏ

イ　 保 護 の 変 更 通 知 書 にII 類 認 定 率 ５０％ と記 載 さ れ、 平成 １ ６年 ４ 月 から同年6

月 ま で の 間 、 保 護 費 が ３，０ ０ ０円余 りに 減 額 さ れ るこ とに なっ た が、 その根 拠が

理 解 で き な い 。　　　･･

ウ　 平 成 １ ６ 年 ２ 』 ２ ６ 日、 ケ ー スワ ーカ ー と 架 電 に より 会話 し た が、 保捩費 の減

額 支 給 に つ い て 具 体 的 な 話 は し てい ない 。 も と よ り 、保 護 費 の減 額 支 給を自ら了

承 し た 覚 え は な い。

(5) 事実認定
･アフ平成1 61 年１』２９日、ケースワーカー'は鸚求人宅で二男に.面接‘し、請求人が

イ 東 京 都4 こ 出 か け ズ い る･ 旨 を 聴 跏 し 允 ご と 、‘　 几　 ≒･ ．　　　･･　　　　　 土
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､イ ≒ 平 成1ﾝ ６. 年2･ 月:2 ‘ 6 ’ 日 √ ケ フヽ ス. ワ プーガ が 請 求 人 宅 で 二. 男 と 面 談J し √ 請 求 人 ぱ

昨 牟 床 が ら 二 女 宅 に 出 か け て お ’り レ 体 賁 が 良 ぐ な､ り 次 第 帰 宅 す る 旨 を 聴 取 し･ た こ･

”’̈ 　･ﾚ　　 ”`“　 ” ク　 ‘ ” ” ノ ”･･･ ‘ ”･．　
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ウ ダ 平 成 亅 厂6 午‘2 ル ２ ６ 日 √ ケ フヽ ス ワ
こ カ. 一 は 二 女･ 宅 へ 架 霆. じ 、 平 成 Ｊ ５ 年1 ’2.月≒

ダ ユ･.8 ’日 か ら √ 請 求 人 が 二 女 宅 に 儚 在 払　 ３ 月 初 雁 に 帰 宅 予 定 で 画 る. 旨 委 狒 冒 し だ

こ と ． ま た 、 こ の 時 、 ケ ー ス ワ ー カ ー は 、 請 求 人 に 対 し て 、 平 成 １ ６ 年 １ 月 か ら

の 生 活 費 に つ い て は 、 豆 類 相 当 分 の 援 助 が あ っ た も の と 判 断 し 、 保 護 賚 を 調 整 す

る 旨 を 説 明 し た こ と ．

エ　 平 成 １ ６ 年 ４ 』 １ 日 、 ケ ー ス ワ ー カ ー は 、 十 和 村 役 場 か ら 、 同 年 ３ 月 ２ ２ 副 こ

鍠 求 人 が 帰 宅. し た 旨 の 連 絡 を 受 け た･ こ と ．

.オ　 処 分 庁 は 、 諳. 求 人 が 二 女 宅 で 生 活 し て い た ３ ヶ 月 の 間 、 二 女 か ら ｎ 類 相 当 分 の

２ 分 の １ の 援 助 が あ っ た も の と し 、 平 成 てL6 年 ３ 月 １ ９ 日 付 け で 、 同 年 １ 月 １ 日
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に 遡 及 し て ． こ れ に 担 当 す る 額 の 収 入 認 定 を 行 い. そ れ を 同 年 ４ 月 か ら 同 年 ６ 月

に 支 給 さ れ る 保 護 費 に 収 入 充 当 す る 保 護 の 変 更 を し た こ と ．

（6 ） 争 点

本 審 査 請 求 に お け る 争 点 は ． 処 分 庁 が 行 っ た 保 護 の 変 更 に つ い て 、 違 法 又 は 不 当

の も の と い え る か 否 か で あ る ．

（7 ） 判 断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．、

以 下 の と お り 判 断 す る ．

法 第 ２ ５ 条 第 ２ 項 は ． 保 護 の 実 施 機 関 は 、 常 に 、 被 保 護 者 の 生 活 状 態 を 調 査 し 、

保 護 の 変 更 を 必 要 と す る と 認 め る と き は 、 す み や か に 、 職 権 を も っ て そ の 決 定 を 行

い 、 書 面 を も っ て 、 こ れ を 被 保 憮 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い と 規 定 し て い る ．

ま た 、 法 は 「 保 護 は 、 厚 生 労 働 大 臣 の 定 め る 基 準 に よ り 測 定 し た 要 保 頷 者 の 需 要

を 基 と し 、 そ の う ち 、 そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た す こ と の で き な い 不 足 分 を 補 う

程 度 に お い て 行 う も の 」 气 法 第 ８ 条 第 １ 項 ） と 、 保 護 の 曜 度 を 規 定 し て い る ． ・

こ れ を 本 件 に つ い て み る と 、 認 定 さ れ た 事 実 の と お り 、 請 求 人 は 、 平 成 １ ５ 年 １

２ 月 １ ８ 日 か ら 平 成 １ ６ 年 ３ 月 ２ ２ 日 ま で の 間 、 東: 京 都 に 住 む 二 女 の 元 で 生 活 し て

い る こ と か ら 、 保 護 の 変 更 を 必 要 と す る 状 況 に あ っ た と 推 察 さ れ る ． し た が っ て 、 卜

処 分 庁 は 、 こ の 事 実 を 把 握 し た 時 点 で 、 法 第.25 条 第 ２ 項 及 び 法 第 ８ 条 第 １ 項 の 規

定 に 基 づ き 、 す み や か に 保 護 の 程 度 を 決 定 し な け れ ぱ な ら な い こ と に な る ．

し か し な が ら 、 今 回 、 処 分 庁 の 行 っ た 上 記 の 保 護 の 変 更 は 、
ｎ 類 相 当 分 の ２ 分 の

１ の 金 額 の 援 助 が 二 女 か ら あ っ た も の と し て 、 こ れ を 収 入 認 定 し て い る が 、 請 求 奏

の 需 要 又 は 二 女 の 扶 養 の 程 度 を 具 体 的 に 把 握 し て い る も の で は な い ．. ま た 、 処 分 庁
．

’は 、 こ の ｎ 類 相 当 分 の ２ 分 の １ め 金 額 を 収 入 認 定 し た こ と に つ い て 、 堝 去 の 事 例 も

参 考 に 決 定 七 た 互 の 主 張 で あ る が 、 ‘当 賓 査 庁 に 当. 該 過 去 月）事 例 の 提 出 を み な い こl と

／7 か ら 、 叺 麒 収･ 入 笋 定 が 妥 当 幸 芦 め 扣 こ 至. る 判 断 はTe き な ’へ　 ‥ ‥
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平成１６年５月２７日
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(教示)

この裁決に不服がある場合は、この裁決があったことを知った日の翌日か
ら起算して

３０日以内に、厚生労働大臣に対して再審査の請求をすることができる。


